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１．はじめに 

近年の教育現場では，ジェネリック・スキルの育

成が重要視されている【1】【2】．独立行政法人国立高等

専門学校機構でも，モデルコアカリキュラムが組ま

れており，「汎用的技能」や「総合的な学習経験と創

造的な思考力」といった技術者が必要な能力の取得

が求められている【3】．そこで筆者は，これまで協働

作業を通してコミュニケーション能力を向上させ

るプロジェクト型メカトロニクス学習教材の開発・

運用をしてきた【4】．このプロジェクト型学習教材は，

主課題を細分化し，学習者がそれぞれ細分化された

課題に取組み，連携させることで主課題を達成させ

る．この学習教材を用いることで，協働作業を通し

てコミュニケーション能力の向上をさせることが

できた．しかし，試行錯誤型実験において学習者の

実験に取り組む様子を観察すると，問題が生じた場

合の経験不足から対応ができない場合があった． 

そこで，本研究では学習者がこれまでの知識を活

かしつつ問題解決能力を向上させるための実験装

置の開発を行う． 

２．ジェネリック・スキルと高専生 

  ジェネリック・スキルとは，特定の専門分野に限

らず，すべての人に必要とされる汎用性のあるスキ

ルである．主なスキルを次に示す． 

 思考力・問題解決能力

 コミュニケーション能力

 マネジメント・リーダシップ力

 情報リテラシー・デジタルスキル

 自律性・適応力

このジェネリック・スキルについて，文部科学省

と経済産業省がそれぞれの視点で提言している． 

 文部科学省：大学生が卒業するまでに身につ

けるべき汎用的な能力

 経済産業省：職場や地域社会で多様な人々と

仕事をしていくために必要な基礎的な力

これらの観点を高専生に当てはめてみる．高専は，

中学校卒業後の 15 歳から入学ができる 5 年制の高
等教育機関で技術者育成をしている．高専を卒業し

た学生の大半は，技術者として活躍する．このよう

に，高専生にとってジェネリック・スキルは学生と

して習得が必要な能力であり，技術者として技術の

進歩が早い環境下においても必要な能力が多い． 

３．学生実験の問題点 

本校電気工学分野の学生実験では，計測型実験と

試行錯誤型実験が行われている．この試行錯誤型実

験において，学生は次の手順で実験に取り組む． 

1. 課題・条件の提示

2. 実験装置の製作

3. 測定

4. 考察・検討

学習者は，課題と条件の提示後に試行錯誤しなが

ら装置の製作を行う．しかし，実験に取り組む学習

者を観察しているといくつかの問題点がわかった． 

 手順 1 の段階で，どのような段取りで次の手

順に取り掛かればいいのかわからない

 手順 2 の段階で，思った通りの実験装置の装

置を製作できない

これらの問題点は，学習者の問題解決能力が低く，

基礎知識不足・メタ認知が低い・問題解決へのフ

レームワークを知らないといったことが原因と考

えられる．そのため，学習者のモチベーションが低

下し，実験からスキル獲得ができない．そこで，こ

れらの問題点を改善する問題解決能力の向上を目

指した初学者向けの卓上型の自作かご形三相誘導

モータ実験装置を実現する． 

４．問題解決能力の向上を目指した初学者向けの卓

上型の自作かご形三相誘導モータ実験装置 

４.１ 実験装置の構想 

試行錯誤型実験が苦手な学習者は，与えられた課

題を解決させるための道筋を立てることが難しい．



それは，学習者がこれから取り組む実験から得られ

る事柄と座学で学習した事柄に関連性があること

に気付けていない場合が多い．また，課題を達成さ

せるためには，どのような知識や技術が足りていな

いのか，客観的に捉えられていない．そこで今回は，

課題達成に向けて道筋を立てて，客観的に不足して

いる知識・技術を捉える訓練が可能な装置にする必

要がある．本装置では実際に実機のミニチュアモデ

ル製作を通して，座学で学習した事柄を確認しなが

ら，課題達成に向けて道筋を立てる．さらに解決す

るために必要な知識や技術に気付かせる．これに加

え，課題達成に必要なアイデア出しに取り組ませる．

このような課題達成に向けて「道筋を立てる」・「必

要な知識や技術を知る」・「アイデアを出す」の反復

作業から，問題解決能力の向上を目指す． 

４.２ 実験装置の構成 

本実験装置を図 1に示す．本装置は，交流発振を

させるためのマイコンと誘動機モジュール(固定子

パーツと回転子パーツ)で構成する．マイコンは，

Arduino nano を用いる．誘動機モジュールは，固定

子パーツはタミヤモータ FA-130 を分解し，コイル

部分を使用する．回転子パーツは学習者が自作する

パーツとなる．学習者が自作する部分をまとめると，

マイコンから三相交流を発振するプログラムと誘

導機の回転子パーツとなる． 

５．学生実験導入方法 

本実験装置を図 2および表１のように，年次進行

型実験として導入する予定である．本装置のマイコ

ン部分と誘動機モジュールを，座学で学習する学年

にあわせて自作させる．これにより，学習者は座学

で学習した事柄と自作過程から習得できる事柄を

関連付けできる．さらに，課題達成に向けた「道筋

を立てる」・「必要な知識や技術を知る」・「アイデア

を出す」の反復作業を継続的に取り組むことで，よ

り問題解決能力の向上を目指す． 

６．おわりに 

本研究では，問題解決能力の向上を目指した初学

者向けの卓上型の自作かご形誘導モータ実験装置

の開発を行った．試行錯誤型実験に取り組む学習者

の実験作業過程での問題点をいくつか挙げた．この

問題点を改善するために開発した実験装置の説明

をした．この装置は，実際に実機のミニチュアモデ

ル製作を通して，問題解決能力に必要な作業工程を

自然に身につけさせる．そして，運用方法として，

年次進行型実験にすることで，より問題解決能力の

向上を目指す．今後は，実際に学生実験に導入し，

本装置の改良・改善を行っていく予定である． 
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図 1 卓上型の自作かご形三相誘導モータ実験装置 

図 2 年次進行型実験の構想 

表 1 実験装置導入予定の学年と自作する部分 


